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☎
０
７
９（
４
３
７
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２
０
１

午
前
９
時
～
午
後
７
時

４
月
の
休
館
日　
27
日

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　

修
了
後
は
、
総
合
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
で
き
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
２
日
㈯
、
18
日
㈪

午
後
７
時
30
分
～
９
時
の
い
ず
れ

か
１
回

▼
対
象　
16
歳
以
上

▼
定
員　
各
教
室
先
着
10
人

▼
費
用　
千
円

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

４
月
１
日

㈬
か
ら
受
付
開
始
。
受
講
料
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

施
設
・
登
録
団
体
、

各
種
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

播
磨
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
事
業

緑
の
カ
ー
テ
ン
栽
培
講
習
会

（
緑
の
カ
ー
テ
ン
始
め
ま
せ
ん
か
）

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
育
成
に
つ
い
て

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
習

会
は
、
１
時
間
半
程
度
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
植
物
苗
の
無
料
配

布
も
あ
り
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
日
時
・
場
所
な
ど

　
▼
費
用　
無
料

▼
申
込
方
法　

①
代
表
者
の
住
所

②
氏
名
③
電
話
番
号
④
参
加
人
数

⑤
希
望
す
る
回
と
会
場
を
明
記
の

う
え
、
F
A
X
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
代

表
者
宛
に
封
書
に
て
連
絡
し
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

〒670-8501 

姫
路
市
安
田
４
丁

目
１
番
地　

姫
路
市
環
境
政
策
室

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
栽
培
講
習
会
」
係

☎
０
７
９
（
２
２
１
）
２
４
６
２

０
７
９
（
２
２
１
）
２
４
６
９

Ｅ
メ
ー
ル

kankyoho@
city.him

eji.lg.jp

兵
庫
県
伝
承
民
俗
芸
能
文
化
協
会

第
29
回
兵
庫
県
民
謡
・
名
人

戦
～
全
国
大
会
～

　

兵
庫
県
内
に
あ
る
民
謡
を
唄
い
、

名
人
（
全
国
大
会
出
場
資
格
）
を

目
指
す
大
会
を
中
央
公
民
館
で
開

催
し
ま
す
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

参
加
者
が
、
自
慢
の
喉
を
披
露
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
６
月
７
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場
所　
中
央
公
民
館

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
伝

承
民
俗
芸
能
文
化
協
会
事
務
局

（
櫻
井
）

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
８
４
１

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
や
ス
タ
ジ

オ
の
レ
ッ
ス
ン
を
初
め
て
利
用

す
る
人
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
初

回
講
習
が
必
要
で
す
。
事
前
に

お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
初
回
講

習
会

▼
日
程

火
曜
日　
午
後
１
時
、
７
時

水
曜
日　
午
前
11
時
、午
後
１
時

木
曜
日　
午
後
１
時

金
曜
日　
午
前
11
時
、午
後
７
時

土
曜
日　
午
後
２
時

日
曜
日　
午
後
３
時

※
講
習
時
間
は
約
１
時
間
程
度
。

※
講
習
日
時
に
ど
う
し
て
も
都

合
が
つ
か
な
い
人
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
持
ち
物　
印
鑑
、利
用
料
（
一

般
５
０
０
円
、
播
磨
町
在
住
の

65
歳
以
上　

２
５
０
円
）、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ウ
エ
ア
（
上
・
下
）、
タ
オ
ル

▼
利
用
に
つ
い
て

・
ご
利
用
の
際
は
、
運
動
の
し

や
す
い
服
装
の
着
用
お
よ
び
、

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
お
履
き
く

だ
さ
い

・
飲
み
物
は
必
ず
キ
ャ
ッ
プ
の

つ
い
た
も
の
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い

▼
問
合
せ　

健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９（
４
３
５
）５
５
７
８

播
磨
町
健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

播
磨
町
健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
５
５
７
８

　健康のために気を付けてい
ることは？

「ストレスをためないようプー
ルで泳ぎジャグジーでリラック
スすることを心がけています」

林　三郎さん（北野添）

い き い き

きゃんぱすだよりきゃんぱすだより
縄遊び　楽しいな！ 蓮池幼稚園　４歳児
　縄を使って元気に遊んでいる４歳児。縄にはいろい
ろな遊び方があります。地面に伸ばして置いてその上
を綱渡りのようにバランスをとりながら歩いたり、丸
く置いて池に見立ててジャンプしたり。「お客さん乗
りませんか？」「はーい、乗ります！」と電車ごっこ
も始まります。

　次は前跳びにも挑
戦。縄を回しながら
ジャンプすること
は、幼児にとって難
しいことですが、何
度も挑戦していま
す。「今、引っかか
らなかった！」「５
回跳べた！」と、少

しでも跳べるようになると大喜び。「次はもっと跳べ
るようになりたい！」と、やる気いっぱいです。縄の
片付けも、先生と一緒に何度も繰り返し取り組むこと
で、自分１人で結べるようになってきました。縄遊び
で心も体もぽっかぽかになったね。

３学期をむかえて～１年間の集大成を～
 播磨南中学校
【３年生】「３月の旅立ちにむけて」
　１・２学期、体育大会や文
化祭を始め、様々な場面で、
先輩として１・２年生をリー
ドし、その背中を見せてくれ
た３年生。卒業を３月にひか
え、それぞれの進路を実現さ
せるために頑張っています。
【２年生】「救命救急講習」
　１月22日・23日に、加古
川消防署の方に来ていただい
て、救急救命講習を受講しま
した。あらかじめパソコンの
授業での Web 講習を受けた後、体育館で心肺蘇生法
とAEDの使用について丁寧に教えていただきました。
実技講習を受けて、その方法だけでなく「人を助けら
れるようになりたい」という気持ちを持って動こうと
することが、命の大切さを知ることであると実感しま
した。最後には「修了証」もいただきました。
【１年生】「カルタ大会」
　２月12日、学年百人一
首カルタ大会を行いまし
た。広い体育館の寒さを
感じないほど熱気あふれ
る大会となりました。国
語の時間に和歌を勉強
し、学活でも練習して今
日の大会に臨みました。この取り組みを通して、31
文字に込められた日本語の美しさを味わい、その伝統
を未来へとつなげていきたいと思いました。

「トライやる・ウィーク」協力事業所の募集

　実施予定期間中、播磨町内中学２年生の活動する場として、
協力をしていただける新たな事業所（企業・店舗など）を募集
しています。詳しくは、お問い合わせください。
▶問合せ　 学校教育グループ☎079（435）0545　
　　　　　 播磨中学校　　　☎079（437）8147
　　　　　 播磨南中学校　　☎078（943）6622

「子どもを守る１１０番の家」を募集しています
　「子どもを守る110番の家」は、子どもたちが登下校時や放課後に、助けを求めることがで
きる民間協力の緊急避難場所として始まった取り組みです。播磨町でも現在、地区ごとに多
くの人の協力を得て取り組んでいます。
　新規に「子どもを守る110番の家」にご協力いただける人を募集しています。詳しくは、
お問い合わせください。
▶問合せ　学校教育グループ☎079（435）0545

令和２年度「トライやる・ウィーク」
５月25日（月）～ 29日（金）

広報はりま４月号に掲載した事業や催しは、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
中止または延期する場合があります。

日時 場所 申込締切日

第1回 5月9日（土）
10：00 ～

エコパークあぼし
姫路市網干区網干浜４－１ 4月20日（月）

第2回 5月15日（金）
13：30 ～

姫路市農業振興センター
姫路市山田町多田1174-47

4月27日（月）
第3回 5月16日（土）

10：00 ～
播磨町中央公民館
播磨町東本荘1-5-40

第4回 5月23日（土）
10：00 ～

宍粟防災センター
宍粟市山崎町鹿沢65-3 5月7日（木）
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播
磨
町
の
教
育

播
磨
町
の
教
育

　
「
播
磨
町
教
育
大
綱
」の
理
念
・
方
針
を
骨
格
に
第
２
期「
播
磨
町
教
育
振
興
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
本
町
の
特
色
あ
る
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
号
は
、
年
度
の
は
じ
め
に
あ
た
り
「
播
磨
町
の
教
育
」
に
つ
い
て
重
点
項
目
と
取

り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
の
学
校
園
や
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
次
号
以
降
の
広
報
は
り
ま
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

播
磨
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
５
３
３

　
　
　
　
　

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
５
４
５

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
５
６
５

「播磨町教育大綱」
基本理念

「 古代から未来へ いきいき　
きらめく人づくり 」

基本方針
１．園児・児童・生徒が自立して社

会で生きていく力を育成する
２．家庭・学校園・地域社会と連携

を密にし、総合的な教育を推進
する

３．ふるさと播磨町に誇りを持ち、
生涯にわたって、いきいきと学
び続けることができる教育を推
進する

平成27年６月策定

（１）幼児教育の充実
　幼児教育の充実は、生涯にわたる人格の形
成及び義務教育の基礎を培うものであり、家
庭教育支援も含めた幼児教育の質的向上に取
り組みます。

（２）「生きる力」を育む教育の推進
　知識・技能の習得に加えて、学びに向かう
力、思考力・判断力・表現力などの育成を
柱に、「主体的・対話的で深い学び」の視点に
立った、児童生徒が自ら課題を見つけ、考え、
判断して解決していくことを促す学習を推進
していきます。

（３）キャリア教育の充実
　兵庫の特色ある体験教育を通して、子ども
たちの発達段階に応じたキャリア教育の充実
に取り組み、子どもたちが、将来、社会的・
職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果
たしながら、自分らしい生き方を実現するた
めの力を育くんでいきます。

（１）地域全体で子どもを育てる「サポートチーム播磨」
　「サポートチーム播磨」のさらなる充実に努めます。
各小中学校へは、複数名の学校生活サポーターを常時配
置するとともに、地域の皆さまの協力を得て、本町にお
ける児童生徒の基礎的・基本的な学習内容の確実な定
着と一人ひとりの個性や能力の伸長を図ります。また、
プログラミング教育や読書活動など新しい教育課題に
対応した支援体制を整えます。

（２）教職員研修の充実
　「学びのプロ・教えるプロ」
として、生涯を通して学び続
ける姿勢を示し、「わかる授業」
の創造とその専門性を高める
ための教職員研修のさらなる
充実を図ります。また、新学習指導要領の円滑や実施に
向け、「特別の教科　道徳」「外国語科」などの教育の充実
や、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業の
充実、ＩＣＴ活用指導能力の向上などに取り組みます。

（３）教育環境の整備
　学校園が安全・安心な場となるよう学校施設改修計
画に基づき、改修を進めていきます。なお、令和2年度
は昨年度に引き続き、播磨小学校と蓮池小学校の給食

施設整備を進め、令和3年1月
の供用開始に備えます。また、
播磨西小学校においては、校
舎のトイレを改修し、快適な
学習環境を提供します。 

（１）郷土文化への理解の促進
　播磨町は古代にさかのぼる古い歴
史と文化を有する町で、子どもたち
が播磨町を「ふるさと」として愛着と
誇りを持てるような学校園教育、生
涯学習体制の構築を図ります。

（２）生涯にわたる学習活動への支援
　播磨町の有する豊富な郷土文化財
の活用などを通して、特色ある生涯
学習体制を整備し、町民の「学び」
と、その「学び」を生かした「地域づ
くり」を支援します。

（３）人権尊重の地域づくり
　学校や公民館などにおいて、人権
学習やその他様々な学習が行われる
ことにより、世代や立場などを超え
た人々のつながりや支え合いが形成
され、また、「地域づくりの担い手」
が育成されるような、生涯学習体制
の確立をめざします。

１
．
自
立
し
て
社
会
で
生
き
て
い
く
力
の
育
成 

２
．
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
連
携
の
構
築 

３
．
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
を
育
む
生
涯
学
習
社
会
の
形
成

児童生徒１人に1台の
タブレット端末を整備
　令和時代のスタンダードとしての学校ICT環境を
整備するために国庫補助を活用し、高速大容量の情
報通信ネットワーク環境の施設整備を一体的におこ
ないます。町内すべての児童生徒に対して１人1台の
タブレット端末の導入に向けて、令和2年度は、新学
習指導要領でプログラミング教育が本格化する小学
５・6年生に加え、中学１年生に向けて導入を始めま
す。その後、順次各学年への導入を進めていきます。

小学校及び中学校の夏季休業期間を6日短縮
（令和２年度より３年間を試行期間）

　令和元年８月に播磨町教育課程検討審議会から提出された答申に基
づき、夏季休業日を変更します。
　小学校新学習指導要領実施において、外国語の教科化等に伴い、３
～６年生における標準授業時数が年間35時間増えます。小学校および
中学校では、教育課程を適切に進めるとともに、児童生徒と向き合う
時間をより充実させるために、令和２年度以降、長期休業期間を短縮
します。児童生徒の発達段階や特性を考慮した教育をさらにていねい
に進めていきます。
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